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 先日の学習発表会に、足をお運び下さり、ありがとうございました。特に最終演目には、２００名ほどと例年になく

多くの皆様に、鑑賞していただけました。６年生の演技にも力が入ったことと思います。重ねて感謝申し上げます。ま

た、初めて土曜開催としました。これにつきましては、アンケート結果をもとに、学校とPTA役員で検討いたします。 

 さて、世の中に目を転じると、自ら命を絶つ子どもたちや、わが子への虐待、挙げ句の果てにはわが子の命を奪って

しまう親のニュースが絶えません。そんな時、必ずあるコマーシャルを思い出します。 

 この写真を覚えている方もいらっしゃるかと思います。１７年前のちょうど今頃、テレビで放映された、明治安田生

命のコマーシャルの中で使われた写真の中の１枚です。小田和正さんの「言葉にできない」がバックに流れる中、数枚

の写真が映し出されます。そして、次々とテロップも流れます。 

 

      

                                           

 このコマーシャルは、たった７回しか放送されなかったそうです。でも、その後、いろいろな雑誌やテレビ番組で紹

介されました。また、松田聖子さんの主演でドラマ化もされました。 

 少年の名は、加藤秋雪くん。生後１ヶ月で、ダウン症と重い心臓病の合併症と診断され、１歳の誕生日を迎えるのも

難しいと宣告される。しかも、生活する上で、心臓に負担がかかるから、長時間大きな声で泣かせない。胸を圧迫する

からおんぶをしない。生後半年は風邪をひいたら死んでしまうので、絶対風邪をひかせない。虫歯を作らない。母乳を

飲ませないなどの注意事項が言い渡されました。 

 それでも、秋雪くんの精一杯のがんばりと御両親の献身的な愛情のお陰で、無事に１歳の誕生日を迎え、３歳でハン

ディキャップをもつ子どものための通園施設へ通い始めます。がんばって運動会やクリスマス会にも参加します。そし

て、５歳の夏には海へも行きました（その時の写真がこの写真です）。 

 しかし、あと３ヶ月で小学校に入学するというときに、秋雪くんの心臓は止まってしまします。 

お母さんは著書で、こう言っています。「一日一日、死と背中合わせで限界を手探りしながら生きてきた秋雪にとって

は、明日は来てみなければわからない。３ヶ月先というのが、いかに遠い将来であったか。今現在を楽しく過ごせたら、

それが一番大切で、喜ぶべきことだった。これは、秋雪と共に生活して気づいたこと。今の命を精一杯。病気の人に限

らず、すべての人間にいえること」と。 

一生懸命生きること。どんなことがあっても責任を持って子育てをすること。このコマーシャルから学びました。 

このコマーシャルは、www.meijiyasuda.co.jp/enjoy/cm/dear/2001/live/index.htmlで御覧いただけます。 

  校 長 横澤 英三 

                                       平成２８年度 

                                          別海町立上西春別小学校 

                                          学校だより №８ 

                                          平成２８年１０月３１日 

                                          発行責任者 

                                          校長 横 澤 英 三 
き ず な 

 

「平成４年１０月１９日、神様からの贈り物が届きました」 

「生まれた季節の『秋』と主人の好きな『雪』を合わせて秋雪（あ

きゆき）と名づけました」 

「生後一ヶ月。ダウン症と判明。合併症が原因で余命一年と告げ

られる」 

「風邪をひいたら最後だ…と言われ、いつも気をつけていました」 

「それでも少しずつ大きくなっていく姿を見るよろこび」 

「何を見ても、何をしてもあなたはうれしそうでした」 

「３歳、『いづみの学園』に入園」 

「運動会。一歩一歩ゴールを目指しました」 

「生きる。ただ精一杯生きる」 

「秋雪と過ごした六年の日々」 

「あなたに出会わなければ知らなかったこと…」 

「ありがとう」                      

http://www.meijiyasuda.co.jp/enjoy/cm/dear/2001/live/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


